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李登輝氏ビザ発給

【台北初日H矢島誠司】

台湾の
前総統、

李登
師氏（七

八）の訪日が
決まっ
た。
日
本

統治
時代の
台
湾に生
まれ、

「二
十二
歳まで日
本人だっ

た」
とい
う
李氏は、
戦後も

日
本
に
強
い
関
心
を
持
ち
続

け、

母校の
京都大学を訪
れ

ることや、
若き日に
愛読し

た
芭煎の
「奥の
細道」
を夫

人とともに
歩きたいとい
う

日
本再訪の
拶を抱き
続けて

きた。
もちろ
んその
拶の
中

には、
政治家とし
ての
計
釘

があるこ
とも否定はで
きな

い
だろう。

政治家のしたたかさチラリ

な
らない」
と
強い
調子で

言っ
た。
中国に
とっ
ては

やは
り手ご
わい
相手なの

だろう。米もビザ発給

李登
輝氏が日
本を訪れ一
配属された。
戦
後、
台
湾一
「ぽくがこの
十二
年間に一

【ワシ
ントン初日
H西

るのは、
副総統時代の
こに
戻るが、
実兄は戦前
海一
台湾で行っ
た
政治
改革、一
回
令
ニ
米
国務刊
当局者

九八五
年（
昭和六
十年）一
軍に
志願、
昭
和二十
年に一
民主
化を日
本のみなさ
ん一は二
十日、
五
月上
旬に訪

九月、
中米三カ
国訪問の一
戦死し、
日
本名、
岩里武一
に
話し
たいの
で
すよ」
と一
米を計
画し
てい
る台湾前

帰途、
東京に
立ち
寄り、一
則の
釜闘で
靖国神
社に
ま一
語っ
たこ
とがある。

一
総統の
李登
輝氏に
対し、

中
嶋嶺雄
氏（
現・東京
外一
つ
られてい
る。

一
ただ、
中国に
とっ
ては一
米台
聞の
民間交流の
米側

語大学学長）
らと
会っ
て一
戦後は、
台湾大学教授一
台
湾の
民主
化を語られる一
窓口
である
米国
在台湾協

以
来で、
じつ
に
十六
年ぷ一
時代に
蒋経国総
統に
行政一
の
が
一
番こわい。
台
湾の一
会の
現
地事務所が
観光ピ

り。
十六
年
後の
日
本は李一
に
招かれ、
台北
市長、
台一
民主
化はすなわち
台
湾の一
ザ
を発
給し
たと語っ
た。

氏に
どう
映るか。

一
湾省主
席などを
経て八
四一
自主
独立につ
ながると
考一
李氏側か
らのピ
ザ
申諦は

李氏は一
九二
三年（大一
年に
副総統。
八
八
年に
蒋一
えてい
るか
らだ。

一
二
十日に
行われ、
「李氏

正十二
年）、
台北市郊
外一
経国総
統の
訟死で
総
統に一
李氏は
その
中国の
危
倶一
は
私人で
あ
り、
台湾の
私

で生
まれ、
旧制台北
口校一
界
柿。
初の
台湾
出身の
総一
（きぐ）
を十分京知し
な一
人の
訪
米は普通に
行われ

を
事業後、
戦
時中の
四三一
統となっ
た。
以後は
昨年一
がら、
自
由、
民主
を語る一
てい
る」
とし
て、
即日、

年（
昭和十八年）
に
京
都一
五
月に
総統を温
任するま一
こ
とがなぜ
政治活動なの一
発
給されたとい
う。
李氏

帝
聞
大学良学部に
留
学、一
での
十二
年間、
台湾の
自一
か
上反論
する。
李氏は
＋一
は自
身の
母校で
もある米

一
年二
カ月ほど
民業
経
済一
由化、
民主
化に
努めたこ一
五
日
の
記
者
会
見で
は、一
コ
l
ネル
大学に学
ぶ孫娘

学
を
学
ん
だ
後、
四
四
年一
とは
周知の通
りだ。

一
「自由、
民主の
普遍の
価一
を訪
ねるなどの
目的で、

（
昭和十九
年）
に
学徒
出一
李氏はな
ぜ日
本に
行き一
値をしゃべっ
てはい
けな一
五
月二
日か
ら四日
まで訪

陣で
高雄の
高
射砲部隊に一
たいかに
つい
て、
かつ
て一
い
とい
うの
な
らどうに
も一米す
る計
画だ。

〉

台
湾の
前
総
統、
李
登
輝
氏へ
の
査
証
（
ピ

晴

子）
発給で、
中
国は当初はいろいろと抗
議

開

セてくるだろ
うし、
駐日大
使を召迎
するこ

側
氏一ともありうる。
しかし、
それは
中国側にと

闇鍾つ
ての
恥となるこ
とであっ
て、
u本はか
ま

町℃智一うべ
きではない。
日
本はそう
し
た抗議に
脳

相
皇司容されることなく、
「たいし
た問題ではな

大
哨一い」
ときぜ
んとしていればいい。

外
ヰ←
中国に
対し
ては、
これほど
出界が一
つ
に

掠
正り、
情報が
飛び交い、
だれもがどこの
園

E

にで
も行ける時代に、
李氏だけは日本に
行

zp－
かせない
などとい
う世の
流れと逆行する要

丹パ

求は、
「もう通
用しない」
と言わなくては

凶附
な
らない。
李氏が日本で何か発言し
たとし

屯涼
て、
それが
気にいらなければ言論で
反論
す

喰市
ればいいで
はないか。

EL

また、
中国が何かというとしかけて
くる

ほ
軍事
的情喝（
どうかつ）
も
有効ではないこ

創作州
とを分からせないと、
国
際社会に生きる中

創線
問自
身に
とっ
て
不幸だ。
ちょ
うど、
教科代パ

ドh
検定や
的問神
社容搾が問題となっ
ている
時

間四
期だと心
配す

る向きもあるが、
逆に、
こ
う

市甲
した
圏内問題へ
の
理不尽な要
求も、
今後は

帥um
通
用し
ないことを示すい
いチャ
ンスだ。
日

＋争
中
友
好
を
本
当に
い
うの
で
あ
れ
ば、
中
国に

一
ロM
は、
みっ
ともない
抗議や対抗措置はとらな

い方がいいと忠告するのがいい。
（
談）
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